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　「
ヘ
ル
ニ
ア
」
と
は
体
の
組
織
が
正
し
い
位

置
か
ら
は
み
出
し
た
状
態
を
い
い
、「
鼠
径
部
」

と
は
脚
の
付
け
根
の
部
分
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。

　「
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
」
は
、
本
来
な
ら
お
腹
の

壁
の
内
側
で
臓
器
を
覆
っ
て
い
る
は
ず
の
腹

膜
が
鼠
径
部
の
筋
肉
の
隙
間
か
ら
皮
膚
の
下

に
袋
の
様
に
は
み
出
て
し
ま
い
、
袋
の
中
に

臓
器
が
脱
出
す
る
病
気
で
す
。
腸
が
出
る
こ

と
が
多
い
の
で
「
脱
腸
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

男
性
に
多
く
、
生
涯
に
お
い
て
男
性
で
3
人

に
1
人
、
女
性
で
20
人
に
1
人
の
割
合
で
発

生
す
る
、
非
常
に
あ
り
ふ
れ
た
疾
患
で
す
。

　
一
度
で
き
て
し
ま
っ
た
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
が

自
然
に
治
る
こ
と
は
な
く
、根
本
的
な
治
療
は
、

手
術
の
み
に
な
り
ま
す
。

　
手
術
は
、ヘ
ル
ニ
ア
嚢
の
処
理
と
、弱
く
な
っ

た
筋
肉
の
隙
間
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
が
目
的
で
す
。

現
在
主
流
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
人
工
の
膜

（
メ
ッ
シ
ュ
）
を
用
い
て
隙
間
を
補
強
す
る
方

法
で
す
。
メ
ッ
シ
ュ
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

再
発
率
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
ど
も
の
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
は
、
産
ま
れ
る

前
に
あ
る
「
精
巣
や
卵
巣
が
移
動
す
る
た
め

の
す
き
間
」が
、本
来
自
然
に
閉
じ
る
は
ず
が
、

閉
じ
損
な
う
こ
と
で
生
じ
ま
す
。
お
と
な
の

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
と
は
手
術
方
法
も
異
な
り
、

小
児
医
療
に
詳
し
い
医
師
の
も
と
で
の
治
療

が
望
ま
れ
る
た
め
、「
小
児
外
科
」
に
相
談
し

て
下
さ
い
。

　
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
は
、
多
く
の
人
に
起
こ
り

う
る
身
近
な
病
気
で
す
。
年
間
約
13
万
人
の

方
が
治
療
を
受
け
て
い
る
、
最
も
多
い
外
科

手
術
で
す
。

　
ふ
く
ら
み
や
違
和
感
を
感
じ
た
ら
、
放
置

せ
ず
に
早
め
に
受
診
し
、
適
切
な
診
断
と
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
、
嵌

頓
は
危
険
な
状
態
で
あ
り
、
す
ぐ
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
診
療
科
は
「
外
科
」「
消
化
器

外
科
」
で
す
。

　
当
院
で
は
し
っ
か
り
と
し
た
術
前
検
査
の

上
で
、
麻
酔
科
医
、
内
科
医
と
協
力
し
て
安

全
な
手
術
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
手
術
は

前
方
ア
プ
ロ
ー
チ
、
腹
腔
鏡
手
術
の
い
ず
れ

に
も
対
応
し
て
お
り
、
患
者
さ
ん
に
あ
っ
た

方
法
を
ご
提
示
し
て
い
ま
す
。
症
状
で
気
に

な
る
方
は
ぜ
ひ
一
度
、
ご
相
談
下
さ
い
。

　
最
も
多
い
症
状
は
、
足
の
付
け
根
の
ふ
く

ら
み
で
す
。
こ
の
ふ
く
ら
み
は
、咳
を
し
た
り
、

い
き
ん
だ
り
、
立
ち
上
が
っ
た
り
し
た
と
き

に
目
立
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
初
期
は
指
で
押
す
と
引
っ
込
む
、
ま
た
は

横
に
な
る
と
自
然
に
引
っ
込
み
ま
す
が
、
症

状
が
進
む
と
戻
り
に
く
く
な
っ
た
り
、
戻
ら

な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
ふ
く
ら
み
の
ほ
か
に
、
痛
み
や
違
和
感
、

突
っ
張
る
感
じ
、
内
臓
が
引
っ
張
ら
れ
る
感

覚
の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
特
に
注
意
が
必
要
な
の
が
、
嵌
頓
と
呼
ば

れ
る
状
態
で
す
。
こ
れ
は
、
飛
び
出
し
た
臓

器
が
筋
肉
の
隙
間
に
挟
ま
り
、戻
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
嵌
頓
が
起
こ
る
と
、

血
流
が
悪
く
な
り
、
放
っ
て
お
く
と
腸
が
壊

死
し
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
症
状
が
現
れ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
も
と
に
戻
す

こ
と
が
難
し
け
れ
ば
、
緊
急
で
手
術
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
と
は

外
科 

窪
木

　大
悟 

先
生

く
ぼ
き

そ
け
い

だ
い
ご

寄稿

特集

窪木 大悟 医師
外来診察日・受付時間

な
ぜ
起
こ
る
の
？

　
鼠
径
部
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
筋
肉
の
壁
で

し
っ
か
り
と
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

何
ら
か
の
原
因
で
こ
の
壁
が
弱
く
な
る
と
、

お
腹
の
中
の
圧
力
（
腹
圧
）
に
耐
え
き
れ
な

く
な
り
、
隙
間
が
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
隙
間
か
ら
臓
器
が
飛
び
出
し
て
く
る
こ
と

で
、
ヘ
ル
ニ
ア
が
発
生
し
ま
す
。

・重いものを持つ
  仕事や運動
・便秘

ど
ん
な
症
状
が

あ
る
の
？

危
険
な
症
状

「
嵌
頓
」
に
注
意
！

治
療
は
ど
う
す
る
の
？

お腹に数カ所の小さな穴を開け、そこからカメラや細い手術器具を挿入し
て行います。お腹の内側からヘルニアの状態を確認し、 メッシュを使って
補強します。傷が小さく、 術後の痛みが少ない、 両側にヘルニアがある場
合には同じ創で治療が可能といったメリットがありますが、 腹腔内の強い
癒着等で困難と判断した場合には前方アプローチへの切り替えが必要とな
ります。 全身麻酔が必要です。

　
多
く
の
場
合
、
手
術
後
数
日
で
退
院
で
き

ま
す
。
退
院
後
は
、
日
常
生
活
に
大
き
な
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
再
発
を
防
ぐ
た
め
約

1
ヶ
月
は
重
い
も
の
を
持
っ
た
り
、
激
し
い

運
動
を
す
る
の
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

手
術
後
の
生
活

こ
ど
も
の

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア

ま
と
め

そ
け
い

か
ん
と
ん

か
ん
と
ん

壁が弱くなる要因

・加齢
・喫煙
・遺伝的要因 など

お腹の中の圧力（腹圧）が高まる要因

・慢性的な咳
・肥満
・妊娠 など

嵌頓のサイン
・急激で強い痛み
・ふくらみが硬くなり、
  手で押しても戻らなくなる

・吐き気や嘔吐
・発熱
・お腹が張る

壊死しつつある脱腸部

皮下組織皮膚

腸

筋肉

粘膜
戻らない

嵌頓状態

膨らんでいる状態

皮下組織

皮膚

腸などの内臓

筋肉

粘膜

鼠径ヘルニア

月曜・水曜

鼠径部を約 4～ 5cm 切開し、直接ヘルニア嚢（飛び出した袋）を確認し
て修復する方法です。ヘルニア嚢を処理し、メッシュを使って弱い部分を
補強します。全身麻酔で行うことが多いですが、患者さんの状態により下
半身麻酔（脊椎麻酔）や局所麻酔でも施行可能です。

前方アプローチ法（鼠径部切開法）

腹腔鏡下ヘルニア修復術
　
手
術
方
法
と
し
て
、
大
き
く
分
け
て
左
図

の
2
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
手
術
方
法
が
適
し
て
い
る
か
は
、

患
者
さ
ん
の
年
齢
、ヘ
ル
ニ
ア
の
種
類
、大
き
さ
、

過
去
の
手
術
歴
、全
身
状
態
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

医
師
が
慎
重
に
判
断
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
よ
く
聞
い
て
、

納
得
し
た
上
で
治
療
法
を
選
択
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

キズの位置
（右鼠径ヘルニアの場合）

キズの位置
（右鼠径ヘルニアの場合）

～

～
8：00 11:30
13：00 16:30
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NEWS（お知らせ） × INFO（情報） × EVENT（行事）
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救急の日 (9 月 9 日 ) にちなみ、地域の皆様及び企業様を対象とした記念

事業を「KOKOTTO」にて開催しました。

管内小中学校の夏休みに募集した書道、ポスター、標語の優秀作品を表彰。

その後、記念講演として、東京医科大学 高齢総合医学分野 高齢診療科 

主任教授 清水聰一郎先生をお招きし「認知症は怖くない！」を演題に、

わかりやすく講演くださいました。

記念講演後、矢吹消防署救急隊の指導のもと、AED を用いた心肺蘇生法

の実技も行いました。来場者の方にも実際に行っていただき、心肺蘇生

法の手順と大切さについて学ばれていました。

救急の日

矢吹夏まつり
踊り流し

高校生１日看護体験

医療の仕事体験フェア

矢吹町、夏の恒例行事である踊り流しに約

30 名の職員が参加しました。地域の方々

との交流を楽しみながら、笑顔で踊り、祭

りを大いに盛り上げました。

今後も地域に貢献できる活動を積極的に

行っていきます。

福島県県南医療圏の４病院（白河厚生総合病院、白河病院、塙厚生病院、会田病院）が 8 月 21 日、地域医

療態勢の強化に向けた連携協定書を交わしました。

「第 2 回 公益財団法人会田病院 医療の仕事体験フェ

ア」を開催し、27名の高校生に参加いただきました。

看護師、薬剤師、臨床検査技師、診療放射線技師、

リハビリ職、事務職など 6 コースに分かれ、仕事の

見学や体験を行いました。

福島県看護協会の主催で高校生一日

看護体験が開催され、5 名の高校生が

当院で体験しました。看護師と同じ

ユニフォームに着替え、看護体験の

スタートです。患者さんに直接関わ

る時間を設け、患者さんの笑顔もみ

ることができました。様々な看護の

仕事を体験し、参加された学生さん

から「より看護師を目指したいとい

う気持ちになりました」とあり、私

たち自身も看護の魅力を再確認でき

ました。

福島県県南医療圏地域医療連携協定

7/23水

8/2土

9/18木

8/21木

8/2土

リハビリ室で運動体験しよう！
糖尿病教室～運動療法編～のご案内

TOPICS

糖尿病担当医　内科　河野 知典
理学療法士　　和田 碧
　　　　　　　安齋 光男

講　師

2025 年  11 月 13 日 14：00～ １時間程度日　時 （第２木曜日　開催）

会田病院　3階講義室場　所

TEL：0248-42-2121
糖尿病教室担当係まで

お申し込み・お問い合わせ

一緒に
はじめませんか？

予告

「お食事のお話」
12月は栄養科



お 品 書 き

・
散
ら
し
寿
司

・
厚
揚
げ
の
き
の
こ
あ
ん
か
け

・
ほ
う
れ
ん
草
の
胡
麻
和
え

・
南
瓜
の
甘
煮

・
水
よ
う
か
ん

写真は1日当たり1800kcal 管理の内容となっております｡

　日本には四季折々の行事がありますが、その中でも9月15日「敬老の日」
は､健康と長寿を祝い､日頃の感謝と敬意を伝える大切な日とされています｡当
院では､お祝いの定番で彩り華やかな散らし寿司や、さっぱりとした甘さが特
徴の水ようかん等、日頃の感謝を込めた献立を提供しました｡
　患者様からは「散らし寿司､美味しくて全部食べました！」「水ようかん､甘
いもの好きだから嬉しい。」などの感想をいただきました。

行事食紹介

AIDA no HITO

　「
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
」
と
表
現
さ

れ
る
よ
う
に
、
食
べ
る
事
は
身
体
の
栄
養
補
給

だ
け
で
な
く
、
心
を
豊
か
に
す
る
も
の
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
入
職
し
て
３
年
目
と
な
り
、
回
復
期
病
棟
の

担
当
と
し
て
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、
会
話
を

通
じ
て
患
者
様
と
向
き
合
い
、
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
で
す
。
患
者
様
か
ら
退
院
後
の
食
事
管

理
が
不
安
だ
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

私
自
身
食
べ
る
事
が
大
好
き
で
、
今
日
は
何
を

作
ろ
う
と
考
え
る
こ
と
が
楽
し
い
と
感
じ
て
い

ま
す
が
、
中
に
は
苦
痛
だ
と
感
じ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
好
き
な
物
や
退
院
後
に
食

べ
た
い
物
を
聞
き
な
が
ら
、
患
者
様
が
で
き
る

内
容
で
、
量
や
頻
度
な
ど
を
一
緒
に
目
標
設
定

す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
時
に
は
、
初
め

て
知
る
食
材
や
料
理
に
出
会
う
こ
と
も
あ
り
、

患
者
様
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
栄

養
指
導
は
難
し
い
内
容
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
そ
の
人
ら
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
な
個
別

性
の
あ
る
指
導
を
大
切
に
患
者
様
と
関
わ
る
こ

と
で
、
ま
ず
は
始
め
て
み
よ
う
か
な
？
病
院

食
も
勉
強
に
な
る
ね
！
と
声
を
か
け
て
い
た

だ
く
事
が
増
え
、
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
回
復
期
に
は
生
活
習
慣
病
を
合
併
し
て
い
る

方
も
入
院
さ
れ
て
お
り
、
福
島
県
の
糖
尿
病
者

数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
更
な

る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
し
て
、
糖
尿
病
の
専
門

指
導
に
特
化
し
た
福
島
県
糖
尿
病
療
養
指
導
士

の
資
格
取
得
へ
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
管

理
栄
養
士
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、

患
者
様
に
寄
り
添
う
こ
と
を
第
一
に
、
医
療

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
栄
養
維
持
・
向
上
に
繋

げ
て
い
き
た
い
で
す
。
　

笑
顔
を
守
る
存
在
に

管理栄養士

7

10月から消化器内科として勤務させていただくこととな
りました、南裕人と申します。
専門は胆道・膵臓領域の疾患で、10年近く東京医科大学
病院に勤務し、臨床・研究に従事しておりました。今回
縁あって初めて東北の地で働かせていただくこととなり、
少しでも早く地域の皆様に親しみを感じていただけるよ
う、努力致します。出身は南国鹿児島、初めて東北の冬
を越すことに不安しかございませんが、皆さん温かい目
で見守っていただければと思います。どうぞ宜しくお願
い致します。

南　裕人
みなみ ひろひと

消化器内科 医師 火曜・水曜 ｜ 13：00～16:30
木曜・土曜 ｜   8：00～11:30

診察日・受付時間

月曜 ｜   8：00～11:30
火曜 ｜ 13：00～16:00
金曜 ｜   8：00～11:30(第1・3・5週)

診察日・受付時間

2025年５月より勤務させていただいております、髙見澤
慶大と申します。神奈川県川崎市出身で、2023 年に日本
医科大学を卒業しました。東京医科大学病院での研修後に
会田病院で内科・高齢診療科として働いています。外来・
入院診療ともに、病状や治療の目的について、わかりやす
い説明を心掛けています。お困りの事だけでなく、不明な
点が御座いましたら気軽にご相談いただければ幸いです。
地域の皆様により良い医療が提供できるよう、努めます。
どうぞよろしくお願い申し上げます。

高見澤　慶大
たかみざわ よしひろ内科

高齢診療科 医師

医 師　　 紹 介

新任

共に働くスタッフを募集しています。地域に根ざし、愛
され、心が通う病院づくりに積極的に取り組み、地域社
会に貢献したいと思っています。募集内容は当院ホーム
ページをご覧ください。

［お問い合わせ］人事・経理課
［電話］0248-42-2121
［メールアドレス］ ahp@aida-hp.or.jp
［ホームページ］https://aida-hp.or.jp/recruit/

スタッフ募集中
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〒969―0213  福島県西白河郡矢吹町本町216番地
TEL 0248-42-3592  FAX 0248-42-2226

健診センター併設

併設

併設

併設

〒969―0213  福島県西白河郡矢吹町本町260番地
TEL 0248-42-2260  FAX 0248-42-2135

会田通所リハビリテーション

併設

〒969―0213  福島県西白河郡矢吹町本町198番地
TEL 0248-42-5407（FAX兼）

会田病院指定居宅療養管理指導事業所

〒969―0213  福島県西白河郡矢吹町本町198番地
TEL 0248-42-3755  FAX 0248-42-3781

すみれ介護相談センター

〒969―0213  福島県西白河郡矢吹町本町198番地
TEL 0248-44-2566（FAX兼）

すみれ訪問看護ステーション

〒969―0213 福島県西白河郡矢吹町本町216番地

0248-42-2121
0248-42-2348FAX aida-hp.or.jpWEB

理事長    会　田　征　彦

●！  ご予約は送迎前日の午後4時30分までにお願いします。
●！  乗車時間はご指定いただけません。

外来診療担当について
外来診療担当は、当院のホームページにてご確認
いただくか、院内で配布している「外来診療担当

のご案内」をご覧ください。

［ホームページ］
https://aida-hp.or.jp/attending/

ご意見ご感想を募集中です
「あゆり」に関するご意見、ご感想を募集しておりま
す。特集してほしい内容や改善ポイントなど内容
は問いません。 宛先は下記の通りです。

［宛先］ 福島県西白河郡矢吹町本町216番地
　　　 公益財団法人会田病院 広報編集委員会
［メールアドレス］ ahp@aida-hp.or.jp

［発　行］
公益財団法人会田病院

［編　集］
広報編集委員会

［発行日］
2025年10月15日

会田病 院の理 念

かけがえのない、ひとり一人の命と

健康を守るために、最良の医療を提供し、

保健・医療・介護・福祉の充実をはかり、

地域社会に貢献します。

会田病院では、ご自宅と病院を無料でつなぐ送迎バスを運行
しています。 ご予約は下記までお気軽にお電話ください。

ご予約時間 月～金 13：00～16：30 ｜ 土 9：00～12：00

0248-42-2121ご予約はコチラ

無料送迎バスのご案内

アクセスと駐車場のご案内
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第１
駐車場

介護保険事務所

● アイランド薬局

至矢吹駅

幸楽苑


